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 要  旨 
無線ネットワークの普及に伴い，無線 LANの上で Voice（VI）や Video（VI）などのリアルタ
イム情報を送信する QoS（Quality of Service)通信の要求が高まっている．無線 LANの標準化を
行っている IEEE でも 802.11e により QoS を提供するための機能拡張を定めている．QoS 通信
















る VOフロー及び VIフローのスループット，パケットロス，遅延等に改善がみられた． 
一方で各フローが混在した状況では BEフローの衝突が影響して，VOフロー及び VIフローの
QoSは保障されにくくなるため，1フレームを送信するのにかかる時間 Frame Exchange Time
を短くする必要があると言える． 
 
